
は
じ
め
に
、
労
働
組
合
か
ら

武
谷
委
員
長
が
、
「
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず

に
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
活
用
し

生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
（
株
）
日
立
公
共
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
経

営
企
画
部
長
の
前
田
英
行
氏
が
、

自
身
の
経
験
に
基
づ
き
「
社
員

の
幸
せ
を
考
え
る
－
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
経
営
部
門

か
ら
み
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。
会
社
で
過

去
に
問
題
を
抱
え
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
事
例
を
い
く
つ
か
紹
介

さ
れ
、
社
員
を
守
る
に
は
、
時

間
・
仕
事
・
仲
間
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
・
社
員
へ
の
健
康
へ
の
施

策
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
情
報
通
信
産
業
が
他
の

産
業
と
比
べ
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
不
調
者
数
が
突
出
し
て
多
い

こ
と
か
ら
も
こ
の
業
界
で
働
い

て
い
る
私
た
ち
が
普
段
か
ら
周

り
の
人
た
ち
へ
の
心
や
体
へ
の

気
遣
い
を
日
々
行
う
こ
と
の
重

要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

続
い
て
、
コ
ム
ウ
ェ
ア
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
・
松
永
幸
治
産

業
医
が
「
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
」
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
講
演
を

聞
く
ま
で
、
精
神
疾
患
者
に
対

し
て
、
「
頑
張
れ
」
等
の
励
ま

し
の
言
葉
は
厳
禁
だ
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う

い
う
こ
と
が
重
要
で
は
な
く
、

本
人
の
思
い
を
聞
い
て
か
ら
対

応
す
る
こ
と
や
復
職
後
も
業
務

の
負
荷
を
軽
く
し
過
ぎ
ず
い
つ

も
の
通
り
に
対
応
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
休
職
中
に
お
い
て
も
、
仕

事
に
戻
る
た
め
の
休
み
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
規
則
に
則
っ
た

「
食
事
を
と
る
、
夜
は
寝
る
、

酒
は
飲
ま
な
い
」
と
い
う
生
活

習
慣
を
守
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

最
後
に
、
各
グ
ル
ー
プ
会
社
・

各
組
織
か
ら
職
場
安
全
衛
生
会

に
お
け
る
健
康
増
進
対
策
や
安

全
対
策
の
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
全
体
で
情
報
共

有
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
本
セ
ミ
ナ
ー
で
学

ん
だ
知
識
や
情
報
を
職
場
の
安

全
衛
生
委
員
会
の
活
動
に
生
か

し
、
よ
り
よ
い
職
場
環
境
作
り

を
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

他
の
職
場
で
の
安
全
衛
生
委
員

会
と
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、

安
全
で
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
に
向
け
て
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

（
太
田
）
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武藤 和彦

編集担当者
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一
一
月
二
一
日
（
木
）
、
労

使
共
催
で
「
コ
ム
ウ
ェ
ア
グ
ル
ー

プ
安
全
衛
生
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開

催
さ
れ
た
。
（
九
州
会
社
二
名
、

九
州
分
会
七
名
で
参
加
）

第
一
日
目
の
総
合
集
会
（
大
阪
城
ホ
ー
ル
）
で
は
、
式
典
・
功

労
者
に
対
す
る
表
彰
等
が
行
わ
れ
、
特
別
講
演
と
し
て
、
開
催
地

で
あ
る
大
阪
と
関
わ
り
の
深
い
、
建
築
家
・
東
京
大
学
名
誉
教
授

の
「
安
藤
忠
雄
」
氏
に
よ
る
「
夢
か
け
て
走
れ
」
と
題
し
て
、
講

演
が
あ
っ
た
。
第
二
、
三
日
目
は
、
労
働
災
害
防
止
に
関
連
す
る

テ
ー
マ
毎
に
分
科
会
が
あ
り
、
全
国
の
事
業
場
等
の
改
善
事
例
や

研
究
発
表
を
は
じ
め
、
各
界
の
専
門
家
に
よ
る
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
等
が
あ
っ
た
。
九
州
参
加
メ
ン
バ
と
し
て
は
、
主
に
「
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
／
健
康
づ
く
り
」
分
科
会
へ
参
加
し
た
。

（
武
藤
）

一
〇
月
三
〇
日
（
水
）
～
一
一
月
一
日
（
金
）
、
中
央
労
働
災
害

防
止
協
会
主
催
で
「
第
七
二
回
全
国
産
業
安
全
衛
生
大
会
」
が
大
阪

で
開
催
さ
れ
た
。
全
国
各
地
か
ら
延
べ
一
万
二
千
人
が
大
阪
城
ホ
ー

ル
へ
集
結
。
（
九
州
会
社
二
名
、
九
州
分
会
二
名
で
参
加
）



今
回
、
私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

私
は
、
交
差
点
に
立
ち
信
号
を

渡
る
人
達
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る

と
い
う
仕
事
を
任
さ
れ
ま
し
た
。

あ
ま
り
車
は
多
く
な
い
道
で
す

が
、
道
が
直
線
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ス
ピ
ー
ド
が
出
し
や
す
い

場
所
で
し
た
。
交
差
点
に
何
時

間
も
立
つ
の
は
正
直
つ
ら
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
が
、
交
差
点

を
渡
る
方
々
に
「
あ
り
が
と
う
。
」

と
言
わ
れ
た
事
が
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

私
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し

て
、
多
く
の
方
々
と
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
、
非
常
に
充
実
し

た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
何
事
も
な
く
祭

り
が
終
わ
っ
た
こ
と
が
よ
か
っ

た
で
す
。
ま
た
、
わ
は
は
祭
り

に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

（
末
松
）
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十
月
一
三
日
（
日
）
、
福
岡

市
立
長
尾
中
学
校
に
て
、
葦
の

家
福
祉
会
が
主
催
で
、
「
わ
は

は
祭
り
二
〇
一
三
」
あ
り
が
と

う

～
ハ
ー
ト
で

つ
な
が
る

や
さ
し
い
ま
ち
～

が
開
催
さ

れ
た
。
コ
ム
ウ
ェ
ア
九
州
分
会

か
ら
、
Ｆ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
（
五
名
）

が
参
加
し
た
。
当
日
は
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
一
三
〇
〇
名
以
上

の
来
場
者
が
あ
り
、
会
場
は
終

始
賑
わ
っ
た
。
地
域
の
方
々
を

は
じ
め
三
〇
〇
名
以
上
の
方
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
さ

れ
、
ス
テ
ー
ジ
、
模
擬
店
、
駐

車
場
係
な
ど
様
々
な
催
し
物
へ

の
参
加
、
お
手
伝
い
を
行
っ
た
。


